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1. 平成31年3月期第3四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第3四半期 42,803 1.4 2,943 38.8 2,953 29.9 2,201 28.7

30年3月期第3四半期 42,192 7.7 2,120 34.8 2,273 54.4 1,710 56.5

（注）包括利益 31年3月期第3四半期　　2,207百万円 （28.1％） 30年3月期第3四半期　　1,723百万円 （160.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第3四半期 44.30 ―

30年3月期第3四半期 34.43 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第3四半期 47,984 16,625 34.5

30年3月期 44,375 14,727 33.1

（参考）自己資本 31年3月期第3四半期 16,568百万円 30年3月期 14,681百万円

（注）　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号平成30年2月16日）等を第1四半期連結会計期間の期首から適用しており、

　　　　　平成30年3月期に係る連結財政状態については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 7.00 7.00

31年3月期 ― 0.00 ―

31年3月期（予想） 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 56,700 0.2 4,300 41.4 4,200 32.1 2,800 21.3 56.35

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期3Q 52,279,051 株 30年3月期 52,279,051 株

② 期末自己株式数 31年3月期3Q 2,592,855 株 30年3月期 2,592,811 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Q 49,686,212 株 30年3月期3Q 49,686,277 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　 本資料に記載されている業績見直し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資

料P.2「１.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

 当第3四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績が堅調に推移し、人手不足を背景とした合理化・省

人化等を中心に設備投資が増加基調となる一方、海外においては米中貿易摩擦等を背景に先行きの不透明さが強ま

り、下期以降企業マインドの低下から設備投資等、抑制傾向が顕著化してきました。 

 このような環境のもと、当第3四半期連結累計期間の売上高は前年同期比1.4％増の42,803百万円、営業利益は前

年同期比38.8％増の2,943百万円、経常利益は前年同期比29.9％増の2,953百万円、親会社株主に帰属する四半期純

利益は前年同期比28.7％増の2,201百万円となりました。
 
セグメントの業績は、次のとおりであります。

（電子事業）

 電子事業におきましては、一部市場の減速感の影響もありましたが、試作開発品・小ロット多品種品において

産業機器／インフラ関係の需要が増加、また引き続き内製化による原価低減、昨年実施した実装工場集約並びに

自動化設備による生産性の向上が寄与し、売上高は前年同期比2.0％増の33,671百万円、セグメント利益は前年

同期比88.5％増の2,125百万円となりました。

（工業材料事業）

 工業材料事業におきましては、第2四半期までは国内外景気の緩やかな回復を背景として全般に販売は堅調で

したが、第3四半期に入り海外経済の減速を見越した在庫調整が一部の取引先で顕著となったほか、相次ぐ自然

災害や人手不足の影響と思われる納期の後倒しが発生しました。その結果、売上高は前年同期比0.5％減の9,131

百万円、セグメント利益は前年同期比17.6％減の817百万円となりました。
 
（2）財政状態に関する説明

 当第3四半期連結会計期間末における総資産は47,984百万円となり、前前連結会計年度末に比べ3,608百万円増加

しました。主な増加は、現金及び預金の増加1,041百万円、受取手形及び売掛金の増加483百万円、商品及び製品の

増加448百万円、原材料及び貯蔵品の増加352百万円及び有形固定資産の増加1,183百万円であります。 

 負債の残高は31,359百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,710百万円増加しました。主な増加は、支払手形

及び買掛金の増加1,417百万円及び社債の増加226百万円であります。 

 純資産の残高は16,625百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,897百万円増加しました。主な増加は、利益剰

余金の増加1,891百万円であります。

 なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年2月16日）等を第1四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行って

おります。
 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成31年3月期の業績予想につきましては、平成30年11月8日に公表いたしました通期の連結業績予想に変更はあ

りません。 

 なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は、業 

況の変化等により、予想数値と異なる場合があります。 

㈱キョウデン（6881） 平成31年3月期 第3四半期決算短信

－ 2 －



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年3月31日) 
当第3四半期連結会計期間 

(平成30年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,828 5,869 

受取手形及び売掛金 17,401 17,884 

商品及び製品 1,491 1,940 

仕掛品 1,811 2,121 

原材料及び貯蔵品 2,744 3,097 

その他 450 535 

貸倒引当金 △7 △15 

流動資産合計 28,720 31,433 

固定資産    

有形固定資産    

土地 4,093 4,100 

その他（純額） 8,758 9,934 

有形固定資産合計 12,851 14,035 

無形固定資産 229 207 

投資その他の資産    

その他 2,732 2,492 

貸倒引当金 △158 △184 

投資その他の資産合計 2,573 2,307 

固定資産合計 15,655 16,550 

資産合計 44,375 47,984 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年3月31日) 
当第3四半期連結会計期間 

(平成30年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 7,317 8,734 

短期借入金 6,427 5,522 

1年内償還予定の社債 520 543 

1年内返済予定の長期借入金 2,287 2,391 

未払法人税等 586 207 

賞与引当金 535 351 

その他 3,550 3,533 

流動負債合計 21,224 21,284 

固定負債    

社債 730 933 

長期借入金 3,747 5,113 

役員退職慰労引当金 8 8 

その他の引当金 80 － 

退職給付に係る負債 2,565 2,645 

その他 1,292 1,375 

固定負債合計 8,424 10,075 

負債合計 29,648 31,359 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,358 4,358 

資本剰余金 4,174 4,174 

利益剰余金 7,300 9,191 

自己株式 △491 △491 

株主資本合計 15,341 17,232 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 53 34 

繰延ヘッジ損益 △1 △0 

為替換算調整勘定 △703 △695 

退職給付に係る調整累計額 △8 △2 

その他の包括利益累計額合計 △659 △664 

非支配株主持分 45 56 

純資産合計 14,727 16,625 

負債純資産合計 44,375 47,984 
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（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第3四半期連結累計期間 
(自 平成29年 4月 1日 

 至 平成29年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 
(自 平成30年 4月 1日 
 至 平成30年12月31日) 

売上高 42,192 42,803 

売上原価 35,505 35,439 

売上総利益 6,687 7,363 

販売費及び一般管理費 4,566 4,420 

営業利益 2,120 2,943 

営業外収益    

受取利息 1 1 

受取配当金 3 6 

受取賃貸料 30 32 

持分法による投資利益 31 44 

為替差益 221 18 

その他 47 64 

営業外収益合計 335 167 

営業外費用    

支払利息 110 88 

その他 71 69 

営業外費用合計 182 158 

経常利益 2,273 2,953 

特別利益    

関係会社清算益 － 3 

その他 － 53 

特別利益合計 － 57 

税金等調整前四半期純利益 2,273 3,010 

法人税、住民税及び事業税 435 602 

法人税等調整額 118 196 

法人税等合計 554 798 

四半期純利益 1,719 2,212 

非支配株主に帰属する四半期純利益 8 11 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,710 2,201 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第3四半期連結累計期間 
(自 平成29年 4月 1日 

 至 平成29年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 
(自 平成30年 4月 1日 
 至 平成30年12月31日) 

四半期純利益 1,719 2,212 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 27 △19 

繰延ヘッジ損益 2 0 

為替換算調整勘定 △18 52 

退職給付に係る調整額 △2 6 

持分法適用会社に対する持分相当額 △4 △44 

その他の包括利益合計 4 △4 

四半期包括利益 1,723 2,207 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,715 2,196 

非支配株主に係る四半期包括利益 8 11 
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（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年2月16日）等を第1四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。
 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第3四半期連結累計期間（自 平成29年4月1日 至 平成29年12月31日） 
1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額
（注）1 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）2 

  電子事業 
工業材料 
事業 

売上高          

外部顧客への売上高 33,016 9,175 42,192 － 42,192 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － 

計 33,016 9,175 42,192 － 42,192 

セグメント利益 1,128 992 2,120 △0 2,120 
 

（注）1．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去△0百万円が含まれております。
2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 
（固定資産に係る重要な減損損失）
 該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）
 該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益） 
 該当事項はありません。
 

Ⅱ 当第3四半期連結累計期間（自 平成30年4月1日 至 平成30年12月31日） 
1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額
（注）1 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）2 

  電子事業 
工業材料 
事業 

売上高          

外部顧客への売上高 33,671 9,131 42,803 － 42,803 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － 

計 33,671 9,131 42,803 － 42,803 

セグメント利益 2,125 817 2,943 △0 2,943 
 

（注）1．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去△0百万円が含まれております。
2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 
（固定資産に係る重要な減損損失）
 該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）
 該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益） 
 該当事項はありません。
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